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回帰分析とは

回帰分析(regression analysis)
– 「独立変数ｘによって、従属変数ｙがどれくらい説
明できるか」を予測・説明するための方法

• 式を用いて、ｘからｙを予測する
• ｘとｙが直線的な関係であることが前提となる

独立変数が１つのとき：単回帰分析

独立変数が２つ以上のとき：重回帰分析
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単回帰分析(single regression analysis )

• 回帰直線
y=a+bx
ｘ：独立変数（説明変数）

ｙ：従属変数（基準変数）

ｙ：予測値

a：切片 ｂ：傾き（回帰係数）

• 独立変数ｘについて、従属
変数ｙとの関係を調べる

ex. 左の図では、面接の成績と入社後の
活躍にどのような関係があるかがわ
かる

⇒面接の成績が4点の人の入社後の
活躍の予測ができる

＾

＾

※‘07年度 猪原さんの発表資料から転載
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実際には、「適合の悪さ」を以下の
指標で定義する

Q=Σ[ yi - (a+bxi) ]2
aとbは、aとbを偏微分し、結果を0とした
連立方程式の解によって求められる

• ｙ＝ｙ＋ｂ（ｘ－ｘ）
（ｘが平均ｘに等しいとき、それに対応するｙ
の予測値ｙは、ｙの平均ｙに等しくなる）＾

-

＾
- -

最小二乗法による回帰直線への当てはめ

• 最小二乗法
残差の２乗和を最小にする

ような直線を求める方法 N

i=1

-

http://kogolab.jp/elearn/icecream/chap4/sec2.html より転載
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単回帰モデルの評価－決定係数

• Sｙ=Sy
2+Se

2

Sｙのうち、 ｒ2 ：予測値の分散

１－ｒ2 ：残差の分散

• ｒ2 :分散説明率
全体の分散に対する、回帰式によって説明される分散の割合

１に近い：全体の分散が回帰式で説明される

０に近い：全体の分散が誤差で占められている

＝回帰式の予測の精度を示す指標として、

決定係数と呼ばれる

＾
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重回帰分析(multiple regression analysis )

•回帰平面（独立変数が２つの場合。３つ以

上の場合には「回帰超平面」「予測超平面」と言い、
視覚的把握は困難だが、手続きは同じ）

y=a+b1x1+b2x2
ｘ：独立変数（説明変数）

ｙ：従属変数（基準変数）

ｙ：予測値 a：切片 b：偏回帰係数

(ｂ1x1：回帰平面のｘ１方向の傾き)

• すべての独立変数について、
ほかのすべての独立変数の
影響を除いた成分を考え、
それらの従属変数との関係を
調べる

• すべての独立変数に対する
偏回帰係数が一挙に推定で
きる

＾

＾

※‘07年度 猪原さんの発表資料から転載



偏回帰係数と標準偏回帰係数

• 最小二乗法によって
偏回帰係数を求める

Q=Σ[ yi –
(a+b1x1i+b2x2i)]2

が最小になるaとbの値

• 独立変数同士の測定単位
が異なるとき、切片が０に
なる重回帰モデルで表す。
このときの回帰式の偏回帰
係数が、標準偏回帰係数
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重回帰モデルの評価―重決定係数

• 重相関係数

・・・各独立変数と従属変数との相関係数
より少し大きくなる

＝複数の独立変数を用いた効果

• 重決定係数

・・・回帰方程式の

「当てはまりのよさ」を示している
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• 自由度調整ずみ重決定係数
説明変数が増える→予測精度が高まる→R2が大きくなる

しかし！説明変数が増える→F値が小さくなる→重回帰モデルの有意性低下

⇒説明変数の数ｐを考慮してモデルを評価する指標

（Nは標本数）)1(
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重相関係数の検定

• 重相関係数が統計的に有意かどうか
– 帰無仮説：母集団におけるモデル全体としての説明力が0

・・・帰無仮説が正しいとき、Fは自由度ｐとN-p-1のF分布に従う
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多重共線性の問題

• 独立変数間の相関が高すぎるとき、
偏回帰係数の推定量が不安定になる

⇒相関の強い独立変数を取り除く

（VIF＞10およびCI＞15を指標にする）
⇒新しい変数を加える

⇒相関する複数の変数を合成する

・・・等の工夫が必要になる
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SPSSとR
• SPSSとRは、
いずれも統計ソフトの１つであり、以下のような特徴がある。

SPSS R

GUI：マウスとボタンで直感的な作業が可能
CUI：コマンドを覚える／調べる
→打ち込むという作業が必要

高価：個人所有は難しく、
学外環境では使えないことがほとんど

無料：いつでも・どこでも使える

マニュアルが豊富
マニュアルは英語が多く、

探すのがやや大変
（近年はだいぶ増えてきている）

＊オープンソースであり、研究開発が盛ん



例題

『心理統計学の基礎』（南風原;2002) p.226のデータより

• 子供の協調性の発達に関する研究で、
– 「母親が子供の協調性に価値を置いているほど、
子供の協調性の発達を促進するだろう」

– 「幼稚園などでの友達との相互作用の経験が、
子供の協調性の発達を促進するだろう」

という二つの仮説を検討する。
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重回帰分析の際に重要なデータ

１．記述統計量

２．相関行列

３．標準偏回帰係数

４．分散説明率

５．重相関係数の検定（F値）
６．VIF／CI
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SPSSによる重回帰分析
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１．データの入力／読み込みをする
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２．分析→回帰→線形を選択
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３．変数を決め、必要な統計量にチェックを入れる
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Rによる重回帰分析
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１．Rを起動→Rエディタを起動
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２．Rエディタにコマンドを打ち込む
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３．編集→全て実行を選択
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